
第２回 新仲見世商店街アーケード未来検討ワークショップ 

 

■議事録 

＜日時＞ 2019 年 2 月 19 日 19:00-21:00 

＜会場＞ El Pasito (テレビのイマイ２階) 

＜参加者＞ 

グループ１ 商店街２名、沼津市３名（商工振興課１名、まちづくり政策課２名） 

グループ２ 商店街５名、沼津市１名（商工振興課） 

グループ３ 商店街４名、沼津市２名（商工振興課、まちづくり政策課） 

 

■ワークショップ１ 

＜テーマ＞ ソフト面の活動は誰がやるべきか？ 

＜出た意見まとめ＞ 

 

＜考察＞ 

・今回、自分（個店）の主体として手を挙げた参加者のモチベーションを商店街関係者や

市役所からサポートしていくことで意見や主体性を出しやすい環境作りをしていく。 

・本来ソフト面の活動は「商店街」「自分(個店)」が中心となって企画運営をすることが望

ましいが、現時点では第三者に任せるといった認識が強い。専門的なスキルや知識は第三

者のサポートが必要不可欠だが、まずは自分事として取り組む姿勢を保つことが重要。 



■ワークショップ２ 

＜テーマ＞ ハード面の整備は誰がやるべきか？ 

＜出た意見まとめ＞ 

 

＜考察＞ 

・家具や装飾については「商店街」「自分(個店)」が中心となって設置を促す考えがある。 

・行政に対応を求めるものとして、電柱地中化・植樹・暗渠復活・街灯設置が挙げられた。 

・雨よけのための庇も統一して設置する場合には行政にて設置を検討してほしいとの意見

が出た。 

 

 

■総括 

第 2 回ワークショップでは議論が先延ばしになりがちである「運営責任の所在」について

ディスカッションを実施した。プロジェクトが完了間近までこの議論がなされず、オープン

した直後にソフト運営の混乱を招き短期で取り組みが破綻する公共プロジェクトが散見さ

れる中、「宮崎県延岡駅周辺整備計画」や「東京都立川市子ども未来センター」ではプロジ

ェクトが発足した初期の段階から、誰が・何の目的で・どんなことを・どれくらいの頻度で

やりたいかを時間をかけて議論して、実際の必要に応じた施設整備を行い、ソフト面の活動

も⾧期にわたって継続している。 

今回の「新仲見世商店街アーケード未来検討ワークショップ」においても、今の段階からプ

ロジェクトの「自分事化」を促す事で、射程の⾧い取り組みになる事を願って第 2 回のディ

スカッションテーマを決定した。 

次年度以降も引き続き、ソフトの提案がしやすくなるように意見の言い合いやすい環境づ

くりが必要となる。 

 

 


